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論 文 内 容 の 要 旨 

【背景】Programmed death-1（PD-1）は活性化 T 細胞上に、その ligand である programmed 

death-ligand 1（PD-L1）は腫瘍細胞に発現し T細胞応答を抑制する。肺腺癌における PD-L1

発現の臨床病理学的特徴や epidermal growth factor receptor(EGFR)遺伝子変異などの

いわゆる driver mutation との関係ははっきりとはわかっていない。 

【目的】原発性肺腺癌における PD-L1 タンパク発現を免疫組織化学染色で調べ、臨床病理

学的因子および予後との関係を検討する。 

【方法】2003 年 1 月から 2012 年 12 月までに当科にて完全切除された原発性肺腺癌 417 例

のパラフィン包埋組織切片を使用して、PD-L1 のタンパク発現を PD-L1 特異的抗体（clone 

SP142）を用いた免疫組織化学染色にて検討し、臨床病理学的因子および予後との関係を検

討した。PD-L1 陽性を定める cut-off 値として 5%と 1%の 2 通りで評価を行った。 

【結果】PD-L1 陽性は 5% cut-off 時、1% cut-off 時でそれぞれ 85 例（20.4%）、144 例（34.5%）

であった。臨床病理学的因子との関係では、PD-L1 陽性は、男性、喫煙者、病期 II 期以上、

分化度 G２以上、胸膜侵襲陽性、血管侵襲陽性に多く認めた。また、予後不良と言われて

いるmicropapillaryもしくはsolid predominantの組織亜型においてPD-L1陽性を多く認

めた。EGFR 遺伝子検査施行例 235 例の検討では、EGFR 野生型に多く認めた。予後解析では、

無再発生存、全生存ともに PD-L1 陽性群で予後不良であった。 

【結論】原発性肺腺癌における PD-L1 発現は、病理学的高悪性度、予後不良と関係してお

り、さらには EGFR 野生型の喫煙関連腫瘍に多く認め、その浸潤・進展に寄与していると考

えられた。


